
 

学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 

 

 

 

全国34都道府県329校の協力を得て実施した「私立高校生・中学生の経済的理由による退学と学費滞納調査」の結果を、青森私教連が6月27日に

県庁の記者会で発表しました。残念ながら、年度末の学費滞納の状況が全国ワースト2位であった点が注目され、地元紙３紙が大きく報道しました。２０

２５年度県予算編成に向けて各局で動き始める時期の発表です。ここで県内世論を興し、対県要請に臨むという戦略をもったとりくみです。 
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 2023年度末の「経済的理由による中退」は人数で1.8倍に増加し、物

価上昇と実質賃金26か月連続低下が反映しているとも思える実態でした。 

 青森では、今年も県内私学17校全校の調査協力をとりつけ、その調査結

果を記者発表しました。その結果、学費滞納率の悪化が明確になりました。 

 2022年度末は、全国ワースト3から外れ、2020年度制度拡充が行き

届いたかと思われました。ところが今年は、全国ワースト 2 位に戻ってし

まいました。 

 この実態をマスコミも重く見て、3紙のような報道になりました。 

 青森では、県制度の拡充をめざし、県当局が予算編成に動き始めるこの機

に、制度拡充の世論を興すことをめざして記者発表をしています。 

各県においても、集めた学費負担・制度拡充要求の「ナマの声」の集約し発信し

て、「就学支援金・私学の授業料減免補助拡充」の世論をつくろう!! 

ブロックキャラバンをはじめ、「制度拡充を迫る対県要請の日程」を組もう!! 

 


